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(鳥 類.特 ニ 家 鳩 ニ 於 ケ ル 檢 索)

岡山醫科大學解剖學教室胎生學研究室(指 導敷波教授)

富 岡 諒 一

[昭和7年7月15日 受稿]

Aus dem Embryologischen Laboralorium des Anatomischen Instifutes

 der Okayama Medizinischen Fakultal.

(Direktor Prof. Dr, J. Shikinami.)

Uber die Entwicklung der Milzanlage.

(Eei Yogeln, besonders bei den Embryonen von Columba domestica.)

Von

Ryoichi Tomioka.

Eingegangen am 15. Juli 1932.

Uber die Entwicklung der Vogelmilz liegen seit langem vielen Arten von Vogeln 

viele Untersuchungen vor. Trotzdem mussen wir zugeben, dass auch noch bei der Colum

ba domestica die Milzanlage, die aus den entodermalen, oder mesodermalen Elementen, 

oder aus dem Colomepithel stammt nicht endgultig geklart ist. Prof. Shikinami ubertrug 

mir deshalb die Aufgabe, die ersten und weiteren Entwicklungszustande der Milzanlage 

bei Columba domestica zu verfolgen.

So habe ich an der Hand von Wachsmodellen die vorliegenden Untersuchung an 

Serien derselben Vogel angestellt, wobei ich die folgenden hauptsachlichsten Resultate 

feststellen konnte.

1) Bei der Columba domestica tritt die erste Milzanlage als Zellanhaufung auf, 

welche sich vom visceralen Colomepithel an der linken Seite des Mesenterium dorsale nach 

31/2 Brutungstagen bildet, wobei das Embryo 5.5mm Grosstelange zeigt.

2) Das Milzanlage bedeckende viscerale Colomepithel besteht aus 2 oder 3 schichti

gen rundlichen Kernen. Im selben Epithel nimmt man viele Mitose wahr.
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296 富 岡 諒 一

3) Im Querschnitt betrachtet, sieht die Milzanlage rundlich, kegelformig oder platt 

aus, und am Modelle sieht sie stabchenformig aus, ihr Kranialende ist spitzig, das Kaudal

ende ist abgerundet.

4) Im weiteren Verlaufe der Entwicklung, verlangert sich die Milzanlage in kranio

kaudaler Richtung and vergrossert sich. (Kurze Inhaltsangabe.)
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1.緒 言

鳥類脾臟 ハ哺乳動物 ニ於クルソレノ如 ク背部膵臟原基 ル背方,後 腸間膜 ノ左側 ニ於テ,腹 腔

上皮ヲ被ヘル間葉組織内ニ細胞集塊 トシテ發生スルモノニシテ,之 ガ研究古來尠 シトセズ.

今其 ノ文献 ヲ繙 クニBuer氏 ハ鶏胎 孵卵5日 目ニ於

テ腸 間膜 ニ多數 血管 ヲ有 スル小體 トシテ認 メ8-10

日ニ シテ胃 ヨリ全 ク離 レルモ ノナ リト. Reichert氏

ハ鶏 胎 ル筋 胃,特 ニ腸 間 膜 中ニ發 スルヲ見 タリ.

 Remak氏 ハ鶏胎5-6日 目ニ膵臟 ニ近 ク中胚葉 内ニ

無對 ノ卵圓形表面凹凸白色 ノ脾臟 ヲ認 ム. Gotte氏

ハ鶏胎 ニ於 ケル腸管發生 ノ研究 ニ於 テ脾臟 ハ胃 ノ左

側 ニ丘状膨隆 トシテ現 レ,漸 次豆状 ニ膵臟 ヨ リクビ

レルモ ノナ リ ト. Muller氏 ニ依 ル ト全脊椎 動物 ノ脾

臟 ハ腹膜 ノ一 部 ヨ リ生 ジ動物 ノ種類 ニヨ リ其 ル發生

部 位 ヲ異 ニス ト.即 チ蛟類 ニテハ膵臟上端 ル腹膜,

魚 類,蛙 類,石 亀類ニテハ小 腸特 ニ大腸 ノ腸間膜 ヨ

リ蠑〓類,蜥 蝪 類,鳥 類,哺 乳類 ニテハ胃腸間膜 ノ

延 長ニ ヨ リ生 ズ.更 ニ1887年Woit氏 ハ鳥類就中家

雀,家 鶏,家 鳩 ノ脾臟 發生 ニ就 キ檢 索 シ次 ノ如 キ結

果 ヲ得 タ リ.即 チ家雀 ニテ脾臟 原基 ハ背膵管 ヨ リ遊

出 シ内胚葉 ニ發生 スル細胞集塊 ニシテ某 ノ排列 ニヨ

リ其 ノ他 ル間 葉組織 ト區別 サ レ且孵卵 後4日 目ニ發

生 ス ト.家 鳩 ニ於 テモ亦同 様 ニシテ 孵卵後4日 目ニ

脾臟發生 ヲ認 メ,鶏 胎 ニテハ5日 目 ニ生 ズ ト.尚 ホ

結論 ニ於テ曰 ク,脾 臟 ヲ形成 スルモ ノハ腸 管 ニアラ

ズシテ背膵原基 ノ要素 ヲ有 シ其 ノ初現 ハ即チ内胚葉

ニア リト.次 デ1898年Choronschitzky氏 ハ兩棲 類,

爬 蟲類,鳥 類 殊 ニ鶏胎 ノ脾臟發生 ニ就キ論 ジテ曰ク,

全脊 椎動物 ノ脾臟 原基 ハ腸間膜 ノ左腑側板 ノ一 部ニ

見 ル間葉組 織 ル稠 密 トナ レルモ ルニシテ 膵臟 ニ直接

何等 關係ナク而 モ膵臟 ハ脾臟原基 ノ現 ルル前 ニ既 ニ

環状 ニ排列 セル組 織 ニテ包圍サ レー種 ル腺體 ヲ形成

シ血 管 ニヨ リ圍繞 セラ レ脾臟原基 トノ間ニ網 状間葉

組織介 在 シテ互 ニ移行 セズ ト. 1900年Tonkoff氏 ハ

有 羊膜類 ノ脾臟發生中 ニ於テ鳥 類特 ニ家鴨及 ビ家鶏

ニ就キ非常 ニ廣汎且精細 ナル業績 ヲ發表 シ鶏胎4日

目ニ脾臟 原基ハ間葉組織稠密 トナ リテ現 レ膵臟 原基

トハ ー層 ル間葉組織 ニヨ リ明 カニ區別 シ得.家 鴨 ニ

於 テハ脾臟 原基 ハ鶏胎 ニ於 ケルヨ リモ之 ヲ被 ヘル腹

腔上 皮 トル境 界明瞭 ニシテ脾臟 發生前 ニテハ腹腔 上

皮 ト間葉組 織 トハ互 ニ融合 セズ稀 ニ兩者 ノ境 界不明

瞭 ニ シテ腹腔 上皮 細胞 ノ間葉組織 ニ移 行セル ア リト

而 シテ脾臟發 生 ノ時期,鶏 胎 ニ於 テ4日 目家鴨 ニ於

テ5日 目ナ リト.故 ニ其 ノ結論 ニ於 テ鳥 類脾 臓ハ内
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胚葉性即 チ腸管上皮又ハ背部膵臟 ヨ リ出 ヅル細胞 ヨ

リ發生 スルコ ト絶對 ニナク中胚葉性 ニ其 ノ始原 ヲ有

ス ト.

之ヲ要スルニ即チ前述 ノ如 ク鳥類脾臟原基 ハ内胚葉 ヨリヤ,中 胚葉 ヨリヤ,將 又腹腔上皮 ヨ

リ發生スルモノナリヤ久シク議論 ノ焦點タ リシガ,其ノ後1919年 敷波教授 ニヨリ七面鳥其 ノ他

11種 ノ鳥類ニ於テ中胚葉特 ニ腹腔上皮ヨリ發生スルモノナ リト確定 セラレタリ.且 之等多數 ノ

鳥類 ニ於テ脾臟原基ノ發生ハ孵卵後3-5日,體 長4-6mmノ 胎兒ニ現ル ト.茲 ニ於テ著者ハ

家鳩 ニテモ亦之等鳥類 卜同様 ニ果 シテ脾臟 ガ腹腔上皮ヨリ發生スルモノナリヤ否ヤヲ檢索 シ尚

ホ且脾臟 ノ其 ノ後ニ於ケル發生状態 ノ研究 ニ志 シ同時ニ先人ノ多ク未 ダ試 ミザ リシ複成模型ヲ

モ製作 シテ些カ所期 スル結果ニ到達 シタルヲ以テ此處ニ詳述セ ント欲ス.

2.材 料及 ビ檢索方法

著 者 ハ多 ク ノ家 鳩 胎兒 ヲ採 取 シテ 多 數 ノ切 片 ヲ作

成 シ其 ノ中 デ便 宜 上 本 研究 ニ必 要 ナ ル發 育 階 梯 ニ ア

ル7箇 ノ連 續 切片 ヲ選 出 シテ用 ヒ タ リ.之 等 ノ連 續

切 片 ハ 當胎 生 學研 究 室 様 式 ニ從 ヒZenker氏 液 ニ テ

固 定 シBoranx-karminノStuckfarbung又 ハHamato

xylin-Eosin染 色 ヲ施 セ リ.所 定 ノ方 法 ヲ經 テ「パ ラ

フイ ン」ニ包埋 シ之 ヲ10μ 切片 ニ作 製 セ リ.以 上 ノ

如 ク シテ 作 製 セ ラ レタ ル連 續 切 片 ニ ヨ リテ脾 臟 原 基

ノ發生 ヲ顯鏡 觀察 ヲナ シ其 ノ傍 ラ發生状態 ヲ一 層如

實 ニ表 現 シ確定的實證 ヲ試 ミル タメ更 ニ複成模 型 ヲ

作成 セ リ.複 成模 型ハ必要 ナル部分 ヲEdiuger氏 描

寫器 ニテ100倍 ニ擴 大記 載 シ之 ヲ1mmノ 蝋 板 ニ複

寫 シBorn-Peter氏 法 ニ ヨ リ積 疊 シテ 作 レ リ.

今余 ノ用 ヒタル鳩胎番 號,體 長,孵 卵 日數,切 片

厚 サ,模 型倍率等 ヲ表示 スレバ次 ノ如 シ.
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298 富 岡 諒 一

3.家 鳩各胎兒ニ於ケル脾臟原基ノ觀察

第1階 梯　 鳩胎番號43B　 長徑5.5mm

胎 兒 ノ外 形,項 彎曲稍々著 明 ニシテ頭 部ハ直角 ニ

胴部 ニ對 シテ屈曲 シ.前 肢ハ扁平ナル膨隆 トシテ後

股 ハ僅 ニ其 ノ初兆 ヲ呈 ス.尾 端 又上方 ニ向 ヒテ捲 ク.

肺原基ハ既 ニ相對的 ニ前腸 ノ兩前側 ヨ リ現 レ一對 ノ

管状 ヲ呈 シ尾方 ニ延長 スルモ末端 ハ未 ダ分岐セ ズ シ

テ間葉組 織中ニ終 ル.頭 方肝 原基 ハ中ニ肝管 ヲ作 リ

肝 ノZellbalkenハ 稍 々著 明 ニ發 育 セ リ.背 膵 原 基 ハ

腸 管 膨 出 ノ程 度 ヨ リ漸 次 腸 管 附 屬 物 ノ状 態 トナ リ.

所 謂primitive Ausfuhrungsgang及 ビprimitive

 Drusenkorperヲ 區 別 シ得 ル ニ至 ル.左 右 ノ腹 膵 原 基

ハ 左 右 ニ 向 ヒテ 突 出 ス.腸 管 全 體 ト シテ ハ十 二 指 腸

部 ノ迂 曲變 化 ノ初 兆 ヲ示 ス ノ形 ア リ.

腹腔 ノ内面　 一般 ニ骰子形 或ハ扁平上

皮 ニヨ リ被 ハ レ,腑 側腹腔 上皮 ハ後腸間

膜根部 ニ近 キ部分 ヨ リ漸次肥厚 シ腸管左

右 ハ勿論後腸間膜左右 ニ於テモ殆 ド同一

ノ厚サ ヲ有 シ2-3ノ 核列 ヲ呈 ス.腸 管 ノ

上皮バ一般 ニ其 ノ周圍 ニ位 スル組織 トノ

境界明瞭 ニシテ其 ノ上 皮細胞 ノ間葉組織

ニ移行 セル トコロナ シ.腑 側腹腔上皮 ハ

一般 ニ其 ノ下 ニ位ス ル間葉組織 トノ境界

不明瞭 ニ シテ背膵 原基 ノ背 方,後 腸間膜

左側 ニ於 ケル腹腔 上皮肥 厚 セズ.又 其 ノ

部分間葉組 織中 ニ細胞集合 シ稠密 トナ レ

ル所 ナ シ.即 チコノ階梯 ニ於テ ハ未 ダ脾

臟 原基 ノ初 現 卜認 ムベキ トコロナ シ.

(Fig. 1).
Fig. 1.

第2階 梯　 鳩胎番號56A　 長徑5.5mm

項彎曲著明 ニシテ頭部ハ直角 ニ胴 部ニ對 シテ 屈曲

シ前肢 ハ扁平 ナル小隆起 トシテ後肢 ハ僅 ニ膨隆 ス.

尾端又上方 ニ向 ヒテ捲 ク.前 腸初 部ヲ見 ルニ左右 兩

側 ヨ リ壓平 セラルル事甚 ダシク背方ハ消化管,腹 方

ハ呼吸器管 ヲ分離 ス.呼 吸器管 ヲ分離 セル尾方 ニ氣

管原基 ヲ認 メ更 ニ尾 方ニ至 ルニ從 ヒテ背尾 方ニ向ヒ

延 長セル左右 ノ兩肺原 基ヲ見 ル.胃 原基 ハ紡錘 状擴

大著明 トナ リ肝 原基著 シク膨 大 トナル タメ後方ニ向

ヒテ擴大廻轉 シ中央 ヨ リ完全 ニ左 側ニ移 位 スル ニ至

ル.肝 細胞 ノ發育亦明 カニ シテ背 部膵臟原基 ニ於 テ

ハ原始開孔腺増殖明瞭 トナル.左 右 ノ腹郡膵臟原基

ハ著 シク形 ヲ増大 シ左右 ニ向ヒテ突出 スルニ至 ル.

腹腔内面バ一般 ニ骰子形,或 ハ扁平上 皮ニテ被 ハ

ル.腑 側腹腔上皮 ハ後腸 間膜 根部 ニ近 キ部分 ヨリ漸

次肥厚 シ腸管左 右ハ勿 論後腸間膜左右 兩側 ニ於テ殆

ド同 一ノ厚 サヲ有 シ2-3ノ 核列 ヲ呈 ス(Fig. 2. a).

背膵原 基 ノ現 ルル約50μ ノ間 ニ於テ背 膵原基 ノ

背方,後 腸 間膜 左側 ニ於テ間葉組織細 胞 ノ稠密集 團
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Fig. 2. (a)

Fig. 2. (b)

Fig.3.

ヲナセル部分 アリ,

之 ヲ被 へル腹腔 上皮

稍 々肥厚 ス.是 レ即

チ脾臓 原基發生 ノ初

現 ニシテコ ノ部分 ノ

間葉組織 トコ レヲ被

ヘル腹腔 上皮 トノ境

界 不明瞭 ニシテ且所

所 ニ腹腔上皮細胞 ノ

間葉組織中ニ突 入セ

ル ヲ認 ム.脾 臟 原 基

ヲ被 ヘ ル腹 腔 上皮 及

ビ其 ノ下 ニ 位 ス ル間

葉 組 織 中 ニMitoseヲ

證 明 ス(Fig. 2. b).

此脾臟 原基 ハ断 面

長圓形 ヲ呈 シ圓味 ヲ

帯 ビ僅 ニ腹腔中 ニ膨

隆セ リ.背 膵原基 ト

ノ間ニハ間葉組織介

在 シテ其 ノ間直接何

等關係 ナシ.模 型 ニ

就 キテ見 ルニ脾臟 ハ

卵圓形 ヲナ シテ後腸

間膜 ノ左側正中線 ヨ

リ稍 々左方ニ僅 ナ圓

味 ヲ帯 ベル隆起 トシ

テ存 ス.其 ノ長軸 ハ

體軸 ニ稍 々一致 ス.

長 サ約0.05mm幅 最 モ廣

キ 部位 約0.04mm厚 サ最

モ太 キ部 位 約0.O1mmヲ

算 ス(Fig. 3).
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第3階 梯　 鳩胎番 號43A　 項-臀 徑5.5mm

前頭 部 ノ發育 著明 ニシテ中腦半球 泡状 ニ膨

出 シ殊 ニ中腦 ノ膨隆顯著 ナ リ.項 彎曲又 著 シ

キタメ項臀徑 ハ比較的短 カ シ.此 時期 ニ於 ケ

ル内臟 諸原基 ノ發育状態 ハ全般 ニ前階梯 ヨリ

進化 セルノ状 ニア リ.

腹腔 内面 ハ一般 ニ骰子形或 ハ扁 平上皮 ニテ

被ハ レ腑側腹腔上皮 ハ後腸間膜根 部ニ近 キ部

分 ヨ リ漸次肥厚 シ腸管左右 ハ勿論後腸間膜左

右兩側 ニ於テ殆 ド同一 ノ厚 サ ヲ有 ス.脾 臟原

基ハ後腸間膜 左側 ニ於テ前階梯 ニ於 ケルヨ リ

モ著 シク腹腔 中 ニ突出 シ腹 腔上皮 コレヲ被 ヘ

リ.此 部 分 ノ間葉組 織 卜腹腔 上皮 トノ境 界不

明瞭 ニシテ腹腔 中ニ突 出セル脾臟 原基ハ其 ノ

頭 方 ノ切片 ニ於テ稍 々三角 形即チ頂點 ヲ背 方

即 チ原腎 ノ方 向ニ置 キ幅廣 キ基底 ヲ腹方 ニ向

ケ タル形態 ヲナス.然 レ ドモ夫レ ヨ リ尾 方 ノ

切片 ニ至 レバ脾臟 原基 ハ半圓形 ニ腹腔 中ニ突

出 セ リ(Fig. 4).模 型 ニ就 キテ見 ルニ正 中線

ヨ リ稍 々左方 ニ存 シ其 ノ長 軸ハ殆 ド體軸 ニ一

致 シ頭端 ハ稍 々尖鋭 ナ レ ドモ尾 端ハ之 ニ反 シ

稍 々圓味 ヲ帶ブ.長 サ約0.16mm幅 最モ廣キ

部位約0.1mm厚 サ最 モ太キ部位約0.07mm

ヲ算ス(Fig. 5).

Fig. 4.

Fig. 5.

第4階 梯　 鳩胎 番號40A　 項-臀 徑5.5mm

本階梯 ニ於テハ前頭 部 ノ發育著明 ニシテ中腦 ノ膨

隆 顯著 ナ リ.項 彎曲著 シク背 部彎曲又甚ダ シク其 ノ

外形前階 梯 ニ髣髴 タ リ.尾 端ハ上方 ニ捲キ上 ゲ兩肢

ハ平坦 ナル小隆起 トシテ體側壁 ニ認 メラル.

胃原基 ハ食道 ヨ リ尾 方ニ續 キテ嚢状 ニ擴 大 シ其 ノ

右腹方 ニ於テ肝原基 著 シク膨 大スルタメ後 方ニ向ヒ

テ擴張 シ特有 ノ廻轉 ヲナ シツツ既 ニ腹腔 中央 ヨ リ左

側 ニ偏 在スル ニ至 レ リ.背 膵原基 ハ既 ニ腺嚢状 ヲ形

成 セントシ表面ハ小 ナル凹凸面 ヲ表ハ シ前時期 ニ於

ケルヨ リモ著 シク容積 ヲ増 シ尾方 ニ至 ルニ從 ヒテ細

小 トナ リ十二指腸 ニ開 ロセ リ.腹 膵 原基 ハ前 時期 ニ

於 ケルヨ リモ其 ノ形状増 大 シ左右相寄 リ恰 モ一 ツノ

基礎 ヨ リ左右 ニ分 タレタルガ如 キ状 ヲナス.肺 原基

ハ原始氣管 ヨ リ左右 ニ分 レテ一 對 ノ管状 ヲ呈 シ更 ニ

又分 岐 セン トスル ノ状勢 ヲ示 シ内腔ハ前階梯 ニ比 シ

テ濶 ク圓柱上皮 ニテ 内面 ヲ被 ハル.

腹 腔 ノ内面及 ビ腑側腹腔 上皮 ノ状態 ハ前階梯 ニ於

ケル ト略 ボ同様 ナ リ.脾 臟 原基ハ後腸間膜左 側ニ於
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テ腹腔中 ニ膨隆 トシテ

突出 シ腹腔上皮 コ レヲ

被 ヘリ.コ ノ部分 ノ腹

腔上皮ハ其 ノ下ニ位 ス

ル間葉組織 トノ境界 不

明瞭 ニシテ腹腔 中ニ突

出セル脾臟 原基ハ頭 方

尾方何 レノ切片 ニ於 テ

モ腸 間 膜 腹 腔 上皮 ノ

Niveauヨ リ略ボ半 圓

形 ニ膨出ス(Fig. 6).

模型 ニ就キテ見 ルニ脾

臟 ノ長軸ハ依然體軸 ニ

一致 シ頭端又尾端 ヨ リ

モ尖鋭ナ リ.尾 方1/3ニ

於テ稍 々強 ク左背方 ニ

膨隆セ リ.長 サ約0.18

mm幅 最モ廣 キ部位約

0.1mm厚 サ最 モ太 キ

部位約0.09mmヲ 算

ス(Fig. 7)

Fig. 6.

Fig. 7.

第5階 梯　 鳩胎番號40B　 項-臀 徑6.0mm

此階梯 ニ於 ケル鳩胎 ノ外形竝 ニ全身 ノ彎曲 ノ状態

ハ前階梯 ト殆 ド等 シク前頭部 ノ發育 著明 ニシテ中腦

半球 ノ膨隆著明 ナ リ.項 彎曲又甚 ダンク額部將 ニ腹

部 ニ接 セ ントス.尾 部ハ頭 方 ニ捲キ上ゲ背部 ノ彎曲

又著明 ニ シテ兩肢 ハ平坦 ニシテ小ナ ル隆起 卜シテ體

側壁 ニ認 メラル即チ要ス ルニ此階梯 ニ於 ケル胎兒 ハ

前階梯 ノモ ノヨ リモ全體 トシテ外形少 シク大 トナ リ

發育状態 モ少 シク顯著ナル ノ差違 アル ノ ミ.内 臟 諸

原基 ノ發育 状態 ヲ見 ルニ胃原基ハ其 ノ形状位置殆 ド

前階梯 ニ等 シク只發育少 シク進行 セルヲ認 ム.肺 原

基 モ前階梯 ト稍 々同様 ノ發育 ヲ示 ス.背 膵 原基 モ亦

前階梯 卜形 状 ヲ同 ジクス レドモ其 ノ容積 ハ更 ニ大 ト

ナ リ左右 ノ腹膵 原基ハ其 ノ尖端益 々膨大 シテ此時期

ニ於テ ハ肝管長 ク發 育 シテ兩腹膵原基 ノ基礎 ヲ一 ニ

スルガ如 ク見 ユ.

腹腔 ノ内面 及 ビ腑 側腹 腔 上皮 ノ状態 ハ亦前階 梯 ニ

同 ジク脾臟 原基 ハ前階梯 ニ於 ケルヨ リモ稍 々大 キ ク

後腸間膜 左側 ニ於 テ腹腔中 ニ突出 セ リ.コ レヲ被 へ
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ル腹 腔上皮 ト間葉組織

トノ境 界不明瞭 ナ リ.

腹腔 中ニ突出セ ル脾臟

原基ハ頭 方 ノ切片 ニ於

テ圓味 ヲ帯 ベル四角形

ヲ呈 スルモ夫 レヨ リ尾

方 ニ於テハ半 圓形 ヲ呈

ス.本 階梯 ニ於テ特異

ナ ルハ脾臟原基尾 方 ノ

切片 ニ於テ其 ノ基底部

ニ1-2箇 ノ血球 ヲ有

スル血管腔 ヲ認 メタ リ

(Fig. 8)模 型 ニ就キ

テ見ルニ脾臟 原基 ハ正

中線 ヨ リ稍 々左方 ニア

リ.前 階梯 マデ體軸 ニ

一致 シタ リシ長軸ハ右

頭背方 ヨ リ左尾腹方 ニ

向 ヒ稍 々傾斜 セ リ.頭

端益 々尖 鋭 トナ リ尾端

ハ 圓味 ヲ帶 プ.尾 方1/3

ニ於 テ比較 的強 ク左背

方 ニ膨隆 セ リ.長 サ約

0.2mm幅 最 モ廣キ部

位約0.12mm厚 サ最 モ

太 キ部位約0.1mmヲ

算ス(Fig. 9).

Fig. 8.

Fig. 9.

第6階 梯　 鳩胎番號11A　 項-臀 徑6.0mm

此階梯 ニ於テハ一層頭部 ノ發育著 シク中脳半球泡

状 ニ膨出 シ前者殊 ニ甚 ダシ.額 部ハ腹 部ニ接 セ ント

スル マデ項背彎曲甚 ダ シク兩肢 又扁平 ナル小隆起 ト

シテ體側壁 ニ認 メラル.呼 吸器官 ヲ見 ルニ氣管原基

ハ完 全 ニ獨立 セル部 位ヲ形成 シ兩肺 原基 モ左 右 ニ分

レ背 尾方 へ一層延長 セルヲ見 ル.前 腸中胃原基ハ著

シク膨 大スル タメ後 方 ニ向 ヒテ擴張廻轉 シ中央 ヨ リ

完全 ニ左側 ニ移位 スルニ至 レ リ.背 部 膵臟 原基 モ亦

既 ニ腺嚢化 シ左右 ノ腹部 膵臟 原基 モ相接 近 シ各 々開

口ハ肝管 ノー ツ ト共 ニ腸管 へ注グ ニ至 レリ.

脾臟 原基 ハ後腸 間膜 左側 ニ於 テ薄 キ後 胃間膜根 ト

ノ境 ニ腹腔 中 ニ突出 シ右側及 ビ腹側 ノ一 部ハ後腸間
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膜 ト腹側 ノ一部 ハ後胃間膜 ト連絡

セル モ其 ノ他 ノ部分ハ遊 離セ リ.

断面 ニ於テ背腹方 ヨ リ壓平セ ラ レ

タル長圓形 ヲナ ス.頭 方ハ十二指

腸部 ヨリ稍 々高 ク尾方ハ腸間膜中

ニ移行 ス.此 腸間膜 ハ胃 ノ右 側ニ

於テV. ompf.-mensent.及 ビ膵臟

原基ヲ包圍 セ リ.背 膵原基ハ 既 ニ

腹膵原基 ニ達 シV. ompf.-meseut.

ノ腹半 部及ビ左側周圍 ヲ圍繞 シ殆

ド脾臟 原基 ノ部 マデ達 セ リ(Fig.

 10)模 型 ニ就 キテ見 ルニ脾臟 原基

ハ胃原基 ノ右背 方ニア リ,一 般 ニ

頭尾方 ニ延長 セル棍棒 状 ヲ呈セル

ガ頭方2/3ニ於 テハ背腹方 ニ壓平セ

ラレタル形状 ヲ呈 シ尾方1/3以下急

ニ太 ク且右縁 ハ腹方 ニ左縁ハ背方

ニ少 シク捻轉 ス.故 ニ頭方2/3ニ於

ケル断面ハ長徑左右 ノ方向ニアル

モ尾方1/3ニ於 テハ長徑右腹方 ヨ リ

左背方 ニ向 へ リ.長 軸 ハ右頭背 方

ヨリ左尾腹方 ニ稍 々傾 斜 シ頭 方ハ

益 々尖鋭 トナ リ細長 ク尾端ハ圓味

ヲ呈 セ リ.長 サ約0.45mm幅 最 モ

廣 キ部位約0.14mm厚 サ最 モ太 キ

部位約0.12mmヲ 算 ス(Fig. 11).

Fig. 10.

Fig. 11.

第7階 梯　 鳩 胎番 號41A　 項-臀 徑7.5mm

此階梯 ニ於 テハ前 時期 ニ於 ケルガ如ク中腦半球 全

ク泡状化 シ殊 ニ中腦 ノ膨 隆著 明 ニシテ背 部彎曲 モ著

シク額部ハ腹部 ニ接 シ尾端又強 ク内飜 シ前後肢 共 ニ

體側面 ニ於 ケル膨隆物 トシテ認 メラル.胃 原基ハ甚

ダ シク左側 ニ偏 位 シ,更 ニ此時期迄現 レザ リシ前胃

(腺胃)ト シテ鳥類特有 ノ胃原基 ヲ從來 ノ胃原基(筋

胃)ノ 上部ニ於 テ認メ得 ルニ至 レリ.尚 ホ肝原基 ノ

肥 大 ト共ニ從來 ノ筋胃 モ亦廻轉 シテ背 尾方 ニ向ヒテ

擴張 セ リ.膵 臟 ノ發育 モ亦著 シク其 ノ形状前 時期 ニ

類似セルモ其 ノ容 積 ヲ増加セ リ.肺 原基,發 育 状態

モ亦前階梯 ニ似 タ レドモ内腔 ハ著 シク濶 クナ リ所 々

ニ嚢状 ヲ呈 スル所 ア リ.肝 臟 原基 ハ著 シク大 ニ シテ

原始肝細胞桂 ハ互 ニ吻合 シテ網状 ヲ形 成 ス.腸 管 ハ

十二指腸蹄係 ヲナ シタル後 ハ腹腔 中央 ヨ リ少 シク右
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側 ニ偏 シ迂曲セ ズシテ尾方 ニ走 リ其

ノ尾端 ニ近 ヅクニ從 ヒ中央部 ニ來 リ

尿嚢管 ト共 ニ總 排泄孔 ニ移行 ス.

脾臟原基 ハ胃原基 ノ右背方 ニ於テ

腹腔 中ニ大 ナル膨隆 トシテ認 メラ レ

大部分遊離 セルモ尾 方腸間膜 中ニア

リ.此 腸間膜 ニ背 膵原基 ハ既 ニ腹膵

原基 ニ到達 シV. ompf.-menst.ノ 左

側 ヲ圍繞 シテ殆 ド脾臟 原基附近 迄逹

ス(Fig. 12)模 型ニ就キテ見 ルニ

脾臟 原基 ハ胃 原基 ノ右背 方 ニ於テ正

中線 ヨ リ稍 々左 方ニ偏在 ス.一 般 ニ

頭 尾方 ニ延 長セル棍 棒状 ヲ呈セル モ

前階 程ヨ リ太 ク尾 方1/2ハ急 ニ大 ヲ増

ス.頭 方尾 方共ニ右縁 ハ右腹 方 ニ左

縁 ハ左背方 ニ向 フ.故

ニ頭 方尾 方共ニ其 ノ斷

面 ハ長 圓形 ヲナ シ長徑

右腹 方 ヨリ左背方ニ向

へ リ.尾 方1/2ニ於 テ左

腹 方 ニ強 ク膨隆 セ リ.

長 軸ハ右頭 背方 ヨ リ左

尾腹方 ニ傾斜 ス.頭 端

益 々尖鋭細 小 ニシテ尾

端 ハ圓味 ヲ帯ブ.長 サ

約0.56mm幅 最 モ廣 キ

部位約0.23mm厚 サ最

モ太キ部位約0.15mm

ヲ算ス(Fig 13).

Fig. 12.

Fig. 13.

4.考 察 及 ビ 總 括

前章ニ於テ7箇 ノ本研究ニ必要 ト思ハルル家鳩胎兒ヲ選 ビ其ノ連續切片ヲ詳細顯鏡 シ更 ニ作

製 シタル蝋板模型 ヲ精査 シ主 トシテ脾臟竝 ニ近接關係 ニアル諸臟器 ノ發生ヲ觀察 シタ リ.

第1階 梯 ニ於テハ既ニ胃及 ビ肺原基 ヲ認 メ背膵原基ハ既 ニ所謂primitive Ausfuhrungsgang
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及 ビprimitive Drusenkorperヲ 區別 シ得.腹 膵原基ハ左右共 ニ存 ス.後 腸間膜左側ニ於テ腑

側腹腔 上皮 ト間葉組織 トノ境界不明瞭ニシテ未ダ此部分ニ腹腔上皮 ノ肥厚或 ハ間葉組織 ノ稠密

トナ レルヲ認 メ難 ク腸管左右ノ腹腔上皮ハ同一ル厚サヲ有 シ2-3ノ 核列 ヲ呈ス.未 ダ此階梯

ニハ脾臓原基ノ初現 ヲ認 メズ.第2階 梯 ニ於テハ氣管原基及 ビ左右一對 ノ肺 原基 アリ.胃 原基

ノ紡錘状擴大著 シク完全ニ左側 ニ移位ス.背 膵原基及 ビ腹膵原基又前階梯 ヨリモ明瞭 トナ リ且

増大 ス.背 膵原基ノ背方,後 腸間膜左側 ニ於テ間葉組織 細胞稠密 トナリ所謂mesenchymatose

 Zellanhaufungト シテ組織學的ニ脾臟原基ヲ認 メ約50μ ニ於 テ圓味ラ有スル隆起 トシテ腹腔

中ニ微ニ膨隆 シ2-3ノ 核列テ有 スル腹腔 上皮之ヲ被ヘリ.此 部分ノ腹腔上皮 ト間葉組織 トノ

境界不明瞭 ニシテ腹腔 上皮ヨリ細胞ノ遊出セルヲ認 メ且Mitoseア リ.鳥 類脾臟原基 ノ初現 ニ

關 シWoit氏 ハ背膵原基 ヨリ内胚葉要素ノ轉位或ハ遊出ニヨリ間葉組織ノ稠密 トナルモノト論

Choronschitzky氏 亦鶏胎ニ於テ之ヲ認メタレドモTonkoff氏 ノ有羊膜類 ニ於ケル研究及 ビ

敷波教授 ノ七面鳥外11種 ノ鳥類 ニテハ之 ヲ否定シ中胚葉殊ニ腹腔上皮 ヨリ發生スルモノナ リ

ト確定サル.著 者モ亦同 ジク家鳩 ニ於テハ同一所見ヲ見タリ.第3階 梯 ニ於ケル胃原基及 ビ左

右肺原基ノ状態前階梯 ニ於クル ト略ボ同様ニシテ背部及 ビ腹部膵臟原基 ノ状 又稍々同ジ.「脾臟

原基 バ一層明瞭ニ腹腔中ニ突出 シ断面 ニ於テ頭方稍々三角形 ヲ呈セルモ尾方ハ半圓形ヲナ シ頭

端ハ尾端 ヨリモ尖鋭ナ リ.第4階 梯ニ於テハ背膵原基ハ既 ニ腺嚢状ヲ形成 セントシ前階梯 ヨリ

著 シク容積ヲ増シ尾方 ニ至ルニ從 ヒ細小 トナ リ十二指腸ニ開ロセリ.腹 膵原基ハ益々大 トナリ

左右相寄 リ恰 モ一 ノ基礎 ヨリ左右ニ分タ レタルガ如キ状 ヲナス.左 右肺原基又分岐 セントスル

ノ状 ニアリ.脾臟原基又増大 シ半圓形ニ腹腔中ニ突出 ス.長 軸 ハ體軸 ニ一致 シ尾方1/2ハ稍 々強

ク左背方ニ膨隆 セリ.長 サ約0.18mm幅 最モ廣 キ部位約0.1mmヲ 算 ス.第5階 梯 ニ於ケル内

臟原基總テ前階梯 ヨリ發育セルノ状態ニシテ左右腹膵原基ハ其 ノ尖端益々増大 シテ肝管長 ク發

育 シ兩腹膵原基 ノ基礎ヲーニスルガ如ク見ユ.脾 臟原基ハ増大 シ腹腔中ニ膨隆 セル部分ノ形状,

断面ニテハ頭方圓味ヲ有スル四角形 ヲ呈セルモ尾方半圓形 ヲナ シ形態學的ニ頭端又尖鋭ニシテ

長軸ノ方向ハ右頭背方 ヨリ左尾腹方ニ少 シク傾斜スルニ至ル.本 階梯 ニ於テ初 メテ脾臟原基中

ニ血管腔ヲ認 ム.長 サ約02mm幅 最モ廣キ部位約0.12mmヲ 算 ス.第6階 梯 ニ於 テハ背膵原基

既 ニ腺嚢化 シ左右ル腹膵原基 モ相接近シ各々ノ開口ハ肝管 ノ一 ツト共 ニ腸管へ注 グニ至 レリ.

左右肺原基一層背尾方へ延長 シ胃原基ハ完全ニ左側 ニ移位 ス.脾 臟原基ハ腹腔中ニ突出 シ右側

及 ビ腹側 ノ一部ハ後腸間膜 ト,腹 側 ノー部ハ薄 キ後胃間膜 ト連絡 セルモ其 ノ他 ノ部分ハ遊離 ス

ルニ至ル.胃 原基 ノ右背方ニアリテ頭尾方 ニ延長 セル棍棒状 ヲナ シ長軸ハ前階梯 ノ如ク少 シク

傾斜 シ頭方益々細長 トナ リ尾端ハ圓味ヲ有 ス.長 サ約0.45mm幅 最 モ廣 キ部位約0.14mmヲ 有

ス.第7階 梯 ニ於テハ初 メテ前胃(腺 胃)ト シテ鳥類特有ノ胃原基 ヲ從來ル胃原基(筋 胃)ノ 上

部ニ於テ認 ム.膵 臟原基大 トナリ肺原基 又内腔著 シク濶 クナリ所 々ニ嚢 状ヲ呈スル所 アリ.脾

臟 原基著 シク大 トナ リ正中線 ヨリ稍々左方ニアリ.長 軸ハ右頭背方 ヨリ左尾腹方 ニ傾斜 シ右縁
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ハ右腹方ニ左縁ハ左背方 ニアリ.頭 方細長尾方圓味ヲ帶 ブ.尾 方1/2ニ 於テ強ク左腹方 ニ膨 隆

ス.長 サ約0.56mm幅 最モ廣 キ部位約0.23mmヲ 算スルニ至 レルヲ知ル.

5.結 論

前章考察及 ビ總括 ニ依 リ次 ノ如キ結論ヲ得.即 チ烏類特 ニ家鳩 ニ於 テ

1)脾 臟原基ハ後腸間膜左側,背 膵原基ノ背方ニ於テ間葉組織 中ニ發生 シ,此 部分ヲ被ヘル

腹腔上皮ハ2-3ノ 核列ヲ有 シ間葉組織 トノ境界不明瞭ニシテ間葉組織中ニ上皮細胞 ノ遊出 セ

ルヲ認 メ,脾 臟原基及 ビコレヲ被ヘル腹腔 上皮ニ多數 ノMitoseヲ 認ム.

2)脾 臟原基 卜背膵原基 トノ間ニ間葉組織介在 シテ何等直接關係 ヲ認 メズ.

3)脾 臟原基ノ初現ハ孵卵後3日10時 間ニシテ長徑5.5mmヲ 有スル胎兒ニ於テ組織學的及

ビ形態學的ニ認 メタリ.

4)孵 卵後4日5時 間ニシテ長徑6,0mmヲ 有 スル胎兒ニ於テ初 メテ脾臟原基中ニ血管 ヲ認

ム.

5)脾 臟原基頭端ハ尖鋭ニシテ尾端ハ圓味 ヲ有スル桿状 ニシテ發生階梯進ムニ從 ヒ頭尾方向

ニ延長スルノミナラズ漸次其ノ大サヲ増ス.其 ノ長軸 ノ方向ハ發生早期 ニ於 テハ體軸 ニ竝行 セ

ルモ漸次右頭背方 ヨリ左尾腹方 ニ傾斜 スルニ至ル.

擱筆スルニ當り終始御懇篤ナル御指導卜御校閲ノ勞ヲ賜ハリシ敷波教授ニ衷心ノ謝意ヲ表シ,尚 ホ當

教室醫學博士村山高氏ノ御好意卜御援助ニ對シ深甚ナル謝意ヲ表ス.
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挿 圖 説 明

Fig. 1.鳩 胎45B(第1階 梯)ノ 脾臟 原 基 部 位 ノ

横 断.約30倍

Fig. 2. (a)鳩 胎56A(第2階 梯)ノ 脾 臟 原 基 部 位 ノ

横 断.約30倍

(b).同 上 ノ擴 大.約130倍

Fig. 3.同 上 胎 同 上 部 位 ノ模 型 左 側 面 觀1/4縮 小

寫 載

Fig. 4.鳩 胎43A(第3階 梯)ハ 脾臟 原基部位 ノ

横断.約30倍

Fig. 5.同 上胎同上部位 ノ模型左側面觀1/4縮 小

寫載

Fig. 6.鳩 胎40A(第4階 梯)ノ 脾臟 原基 部位 ノ

横断.約30倍

Fig. 7.同 上胎同上部位 ノ模 型左側 面觀1/4縮 小

寫載

Fig. 8.鳩 胎40B(第5階 梯)ノ 脾臟 原基 部位 ノ

横断.約30倍

Fig. 9.同 上胎同上部位 ノ模型左側面觀1/4縮 小

寫載

Fig. 10.鳩 胎11A(第6階 梯)ノ 脾臟 原基部位 ノ

横断.約30倍

Fig. 11.同 上胎同上部位 ノ模型 左側 面觀1/4縮 小

寫載

Fig. 12.鳩 胎41A(第7階 梯)ノ 脾臟 原基 部位 ノ

横断.約30倍

Fig. 13.同 上胎 同上部位 ノ模型左側面觀1/4縮 小

寫載

Verzeichnis der Abkurzungen

A.=Aorta CE.=Colomepithel CH.=Choda dorsalis DU.=Duodenum H .=Herzanlage 
L.=Leberanlage M.=Milzanlage MD.=Mesenterium dorsale MG.=Magenanlage PD .
=Pankreas dorsale RM.=Ruckenmark.
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